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８０８０命令説明書 

 

［はじめに］ 

 

ＮＤ８０ＺⅢのＣＰＵはＺ８０です。 

Ｚ８０は８０８０の全ての命令を８０８０と同じように実行することができますが、さらに８０８０にはなかった多くの命令が

追加されています。 

Ｚ８０は８０８０と全く同じレジスタをもっていますが、さらに８０８０にはなかったレジスタが追加されています。 

Ｚ８０の命令とレジスタの詳細については、「Ｚ８０命令説明書」で詳しく説明をしています。 

 

ＮＤ８０ＺⅢにはＺ８０のプログラムを作るためのツールとして当社が独自に開発したＮＤ８０Ｚモニタプログラムが搭載

されています。と同時に、かってのマイコンブームの火付け役となった、ＮＥＣのＴＫ８０のモニタプログラムも搭載してい

て、ＴＫ８０と同じ動作をさせることもできるようになっています。 

ＴＫ８０に搭載されていたＣＰＵはＺ８０ではなくて８０８０でした。当然のことながらＴＫ８０のために書かれた多くのプロ

グラムは８０８０の命令コード（および８０８０ニーモニック）で書かれています。 

Ｚ８０は８０８０の全ての命令コードをそのまま実行できますから、８０８０のプログラム、命令を参照するには、「Ｚ８０命

令説明書」を利用することができます。しかし「Ｚ８０命令説明書」には８０８０にはない多くの命令の説明についても書か

れていますから、その中から８０８０のみの命令をみつけるのは面倒です。 

またはじめてＺ８０のプログラムを書こうとする方にとっては、Ｚ８０の非常に多い命令にいきなり接するというのはいか

にもハードルが高いことでもあります。 

その意味では、「８０８０には、Ｚ８０に比べて少ない命令とレジスタしかない」というのは、劣っているというよりもむしろ

都合がよい長所である、とも言えます。 

 

そのように考えた「８０８０の利点」を十分に活用できるように、本書はあえて、ＣＰＵが８０８０である、という想定で作

成してあります。 

命令は８０８０の命令に限定して、そのニーモニックもＺ８０ニーモニック（ザイログニーモニック）ではなくて、８０８０ニ

ーモニック（インテルニーモニック）で表現してあります。 

レジスタについても８０８０がもっているレジスタのみについて説明してあります。 

Ｚ８０は一部の命令で、実行結果のフラグの状態が８０８０とは異なっているものがあります。また命令の実行クロック

数も異なっているものがあります。 

それらについては、Ｚ８０での動作を優先して表記し、あわせて８０８０との相違を記述することにつとめました。 

 

［１］ レジスタについて 

 

８０８０には８ビットレジスタＢ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｈ、Ｌ、Ａ、Ｆと１６ビットレジスタＳＰ、ＰＣがあります。 

ＡＤＤ、ＳＵＢなどの加減算命令やＯＲＡ、ＡＮＡなどの論理演算命令は、２つのレジスタ間で演算を行いますが、演算

の結果を格納するレジスタはＡレジスタに限られます。 

Ｆ（フラグ）レジスタはＳ、Ｚ、Ｈ、Ｐ、Ｃの各フラグをビット情報として格納しているレジスタですが、ＰＵＳＨ ＰＳＷ、ＰＯＰ 

ＰＳＷ命令でＡレジスタとともにスタックへの格納、取出しが出来るほかは演算などの命令の対象にすることはできませ

ん。 

ＲＡＬなどのローテイト命令や、Ｉ／Ｏ制御命令ＩＮ、ＯＵＴでは、Ａレジスタのみが使われます。 

８ビットのレジスタＢとＣ、ＤとＥ、ＨとＬはそれぞれ結合して１６ビットのレジスタＢＣ、ＤＥ、ＨＬとして使うこともできます。 

１６ビットのレジスタＨＬはメモリアドレスを示す間接アドレッシングレジスタとしても使われます。 

８０８０ニーモニックでメモリを示すＭは、ＨＬレジスタで示すメモリアドレスの意味で使われます。 

ＢＣ、ＤＥレジスタも限られた命令（ＳＴＡＸ、ＬＤＡＸ）においてのみＨＬと同じように間接アドレッシングでメモリアドレスを

示すために使われます。 

 

［２］ ８ビット転送命令（この命令群はフラグに影響を与えません） 

 

 以下の説明中、クロックというのはその命令を実行するのに必要なマシンクロック数のことです。 

 ＮＤ８０ＺⅢのＣＰＵクロックは４ＭＨｚですから１クロックは１／４μＳ（０．２５μＳ）になります。 

したがってたとえばクロック＝４の命令の実行時間は０．２５×４＝２．０μＳになります。 

Ｚ８０は８０８０の全ての命令を、同じように実行しますが、一部の命令では、その命令を実行するのに必要なクロック

数が８０８０とは異なっています。そのような命令では、８０８０のクロック数を、うしろに（）で示しました。 

また参考までに説明のうしろにＺ８０ニーモニックも表記してあります。 

 

１． ＭＯＶ ｒ１，ｒ２       コード （表１）  クロック４（５） 

 ｒ１、ｒ２はＢ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｈ、Ｌ、Ａを表します。ｒ２の内容をｒ１に転送します。ｒ２の内容は変化しません。（ＬＤ ｒ１，ｒ２） 
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                   （表１） 

     r2    

  B C D E H L A 

 B 40 41 42 43 44 45 47 

 C 48 49 4A 4B 4C 4D 4F 

 D 50 51 52 53 54 55 57 

r1 E 58 59 5A 5B 5C 5D 5F 

 H 60 61 62 63 64 65 67 

 L 68 69 6A 6B 6C 6D 6F 

 A 78 79 7A 7B 7C 7D 7F 

                  

２． ＭＯＶ ｒ，Ｍ     コード （表２）  クロック７ 

 ＭはＨＬレジスタで示されるメモリを表します。Ｍの内容をｒに転送します。Ｍの内容は変化しません。（ＬＤ ｒ，（ＨＬ） ） 

 

３． ＭＯＶ Ｍ，ｒ     コード （表３）  クロック７ 

 ｒの内容をＭに転送します。ｒの内容は変化しません。（ＬＤ （ＨＬ），ｒ ） 

 

４． ＭＶＩ ｒ，ｎ     コード （表４）  クロック７ 

 ｎはこの命令コードの次のアドレスに書かれたデータを示します。８ビットデータｎをｒに転送します。（ＬＤ ｒ，ｎ） 

 

（表４） 

r  

B 06XX 

C 0EXX 

D 16XX 

E 1EXX 

H 26XX 

L 2EXX 

A 3EXX 

 

５． ＭＶＩ Ｍ，ｎ     コード ３６××  クロック１０ 

 ｎをＭに転送します（××は任意の８ビットデータを表します）。（ＬＤ （ＨＬ），ｎ） 

 

６． ＬＤＡＸ Ｂ     コード ０Ａ  クロック７ 

 ＢＣレジスタで示されるメモリの内容をＡに転送します。メモリの内容は変化しません。（ＬＤ Ａ，（ＢＣ） ） 

 

７． ＬＤＡＸ Ｄ     コード １Ａ  クロック７ 

 ＤＥレジスタで示されるメモリの内容をＡに転送します。メモリの内容は変化しません。（ＬＤ Ａ，（ＤＥ） ） 

 

８． ＬＤＡ ｎｎ     コード ３Ａ××××  クロック１３ 

 命令コード３Ａに続く２バイトデータｎｎで示されるメモリの内容をＡに転送します。メモリの内容は変化しません。 

 この命令のように２バイトのデータを扱う場合には先に来るほうが下位アドレスであとに上位アドレスがきます。たとえ

ば１２３４番地の内容を転送する場合のコードは３Ａ３４１２になります。（ＬＤ Ａ，（ｎｎ） ） 

 

９． ＳＴＡＸ Ｂ     コード ０２  クロック７ 

 Ａの内容をＢＣレジスタで示されるメモリに転送します。Ａの内容は変化しません。（ＬＤ （ＢＣ），Ａ ） 

 

１０． ＳＴＡＸ Ｄ     コード １２  クロック７ 

 Ａの内容をＤＥレジスタで示されるメモリに転送します。Ａの内容は変化しません。（ＬＤ （ＤＥ），Ａ ） 

 

１１． ＳＴＡ ｎｎ     コード ３２××××  クロック１３ 

 Ａの内容をｎｎで示されるメモリに転送します。Ａの内容は変化しません。（ＬＤ （ｎｎ），Ａ ） 

 ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。 

 

（表２） 

r  

B 46 

C 4E 

D 56 

E 5E 

H 66 

L 6E 

A 7E 

 

（表３） 

r  

B 70 

C 71 

D 72 

E 73 

H 74 

L 75 

A 77 
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［３］ １６ビット転送命令（この命令群もフラグに影響を与えません） 

 

１２． ＬＸＩ Ｂ，ｎｎ      コード ０１××××    クロック１０ 

 １６ビットのデータｎｎをペアレジスタＢＣに転送します。（ＬＤ ＢＣ，ｎｎ ） 

 ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。 

 

１３． ＬＸＩ Ｄ，ｎｎ      コード １１××××    クロック１０ 

 １６ビットのデータｎｎをペアレジスタＤＥに転送します。（ＬＤ ＤＥ，ｎｎ ） 

 ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。 

 

１４． ＬＸＩ Ｈ，ｎｎ      コード ２１××××    クロック１０ 

 １６ビットのデータｎｎをペアレジスタＨＬに転送します。（ＬＤ ＨＬ，ｎｎ ） 

 ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。 

 

１５． ＬＸＩ ＳＰ，ｎｎ     コード ３１××××    クロック１０ 

 １６ビットのデータｎｎをＳＰ（スタックポインタ）に転送します。（ＬＤ ＳＰ，ｎｎ ） 

 ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。 

 

１６．ＬＨＬＤ ｎｎ     コード ２Ａ××××     クロック１６ 

 ｎｎで示されるメモリの内容をＬに、ｎｎ＋１番地のメモリの内容をＨに転送します。（ＬＤ ＨＬ，（ｎｎ） ） 

 ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。 

 

１７． ＳＨＬＤ ｎｎ   コード ２２××××     クロック１６ 

 Ｌの内容をｎｎで示されるメモリへ、Ｈの内容をｎｎ＋１番地のメモリへ転送します。（ＬＤ （ｎｎ），ＨＬ ） 

 ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。 

 

１８． ＳＰＨＬ    コード Ｆ９           クロック６（５）  

 ＨＬの内容をＳＰに転送します。（ＬＤ ＳＰ，ＨＬ） 

  

１９．  ＰＵＳＨ Ｂ     コード Ｃ５         クロック１１ 

 ペアレジスタＢＣの内容をＳＰで示されるプッシュダウンスタックへ転送します。（ＳＰ－１）←Ｂ，（ＳＰ－２）←Ｃ。（ＰＵＳＨ 

ＢＣ） 

 

２０．  ＰＵＳＨ Ｄ     コード Ｄ５         クロック１１ 

 ＤＥの内容をスタックに転送します。（ＳＰ－１）←Ｄ，（ＳＰ－２）←Ｅ。（ＰＵＳＨ ＤＥ） 

 

２１．  ＰＵＳＨ Ｈ     コード Ｅ５         クロック１１ 

 ＨＬの内容をスタックに転送します。（ＳＰ－１）←Ｈ，（ＳＰ－２）←Ｌ。（ＰＵＳＨ ＨＬ） 

 

２２． ＰＵＳＨ ＰＳＷ      コード Ｆ５         クロック１１ 

 アキュムレータＡとフラグレジスタＦの内容をスタックに転送します。（ＳＰ－１）←Ａ，（ＳＰ－２）←Ｆ。（ＰＵＳＨ ＡＦ） 

 

２３．  ＰＯＰ Ｂ       コード Ｃ１        クロック１０ 

 スタックのトップにあるデータがＢＣに転送されます。Ｃ←（ＳＰ）、Ｂ←（ＳＰ＋１）。（ＰＯＰ ＢＣ）  

 

２４．  ＰＯＰ Ｄ       コード Ｄ１        クロック１０ 

 スタックのトップにあるデータがＤＥに転送されます。Ｅ←（ＳＰ）、Ｄ←（ＳＰ＋１）。（ＰＯＰ ＤＥ）   

 

２５．  ＰＯＰ Ｈ       コード Ｅ１        クロック１０ 

 スタックのトップにあるデータがＨＬに転送されます。Ｌ←（ＳＰ）、Ｈ←（ＳＰ＋１）。（ＰＯＰ ＨＬ）  

 

２６．  ＰＯＰ ＰＳＷ       コード Ｆ１        クロック１０ 

 スタックのトップにあるデータがＡ及びＦに転送されます。Ｆ←（ＳＰ）、Ａ←（ＳＰ＋１）。（ＰＯＰ ＡＦ）  

 

［４］ 交換命令（この命令群もフラグに影響を与えません） 

 

２７． ＸＣＨＧ     コード ＥＢ         クロック４ 

 ペアレジスタＤＥとＨＬの内容を交換します。（ＥＸ ＤＥ，ＨＬ） 
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２８． ＸＴＨＬ    コード Ｅ３        クロック１９（１８）  

 スタックのトップにあるデータ（２バイト）とペアレジスタＨＬの内容を交換します。Ｌと（ＳＰ）、Ｈと（ＳＰ＋１）の内容を交換

します。（ＥＸ （ＳＰ），ＨＬ ） 

 

以上の命令はフラグに影響を与えませんが、以下の命令の多くはフラグに影響を与えます。 

 

［８０８０のフラグ］ 

   

 Ｃ  キャリーフラグ   計算の結果、上位桁へのキャリー（ボロー）が発生したときにセットされる。ローティト命令でも

セット、リセットされる。 

 Ｚ  ゼロフラグ     計算結果がゼロのときセット。 

 Ｐ  パリティフラグ  １バイト内の１になっているビット数が偶数でセット、奇数でリセットされる。 

 Ｓ  サインフラグ   計算結果がマイナスのときセット、（８ビット目が１の数がマイナスになる。ＦＦ～８０がマ 

               イナス、００～７Ｆがプラス） 

 Ｈ  ハーフキャリーフラグ （ＣＹ4） 

              算術演算のビット３とビット４との間のキャリー、ボローの有無によってＳＥＴ、ＲＥＳＥＴさ 

              れる。 

◎ フラグレジスタＦにおける各フラグの位置（８０８０） 

 

ビット位置 7 6 5 4 3 2 1 0 

フラグ S Z x H x P x C 

 ×は使用されない 

 

［Ｚ８０のフラグ］ 

Ｃ  キャリーフラグ   計算結果のオーバーフローでセットされ、ローティト命令でもセット、リセットされる。 

Ｚ  ゼロフラグ     計算結果がゼロのときセット。 

 Ｐ／Ｖ パリティ／オーバーフローフラグ（８０８０：Ｐ） 

               １バイト内の１になっているビット数が偶数でセット、奇数でリセット、また算術演算の結 

               果オーバーフローでセット。 

 Ｓ  サインフラグ   計算結果がマイナスのときセット、（８ビット目が１の数がマイナスになる。ＦＦ～８０がマ 

               イナス、００～７Ｆがプラス） 

 Ｎ  加減算フラグ  ＡＤＤ命令のとき０、ＳＵＢ命令のとき１（ＤＡＡ命令に使用される） 

 Ｈ  ハーフキャリーフラグ （８０８０：ＣＹ4 ） 

              算術演算のビット３とビット４との間のキャリー、ボローの有無によってＳＥＴ、ＲＥＳＥＴさ 

              れる。 

◎ フラグレジスタＦにおける各フラグの位置（Ｚ８０） 

 

       ７ ６ ５ ４ ３ ２  １ ０  

       Ｓ Ｚ × Ｈ × P/V  Ｎ Ｃ   ×は使用されない 

  

       

 なお、以下の説明では影響を受けるフラグのみ表記します。書いてないフラグは影響を受けないことを意味します。 

 

［５］ ８ビット算術・論理演算命令 

 

 このグループの命令はＩＮＣ，ＤＣＲ命令を除いてすべてアキュムレータ（Ａレジスタ）との間で演算されます。また、すべ

てフラグに影響を与えます。 

 

２９． ＡＤＤ r        コード （表９）     クロック４ 

 （フラグについて） 

 計算の結果、上位桁へのキャリーが発生したときＣ＝１、発生しないときはＣ＝０になります。 

 計算の結果、ビット３からビット４へのキャリーが発生したときＨ＝１、発生しないときはＨ＝０になります。 

 結果がゼロのときＺ＝１、ゼロではないときはＺ＝０になります。 

 結果が負数のとき（８０～ＦＦのとき）Ｓ＝１、正数のときはＳ＝０になります。（ＡＤＤ Ａ，ｒ） 

 ８０８０では計算の結果、１のビットが偶数個あればＰ＝１、奇数個ならＰ＝０になります。 

Ｚ８０ではＮ＝０になります。また、結果がオーバーフローしたときＰ／Ｖ＝１、その他のときはＰ／Ｖ＝０になります。 
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３０．ＡＤＩ ｎ         コード Ｃ６××    クロック７  

 Ａとｎとを加算し、結果をＡに入れます。フラグについては２９．ＡＤＤ Ａ，r と同じです。（ＡＤＤ Ａ，ｎ） 

                   

（表９） 

r  

B 80 

C 81 

D 82 

E 83 

H 84 

L 85 

A 87 

 

３１．ＡＤＤ Ｍ     コード ８６       クロック７ 

 ＡとＨＬで示されるメモリの内容とを加算し、結果をＡに入れます。フラグについては２９．ＡＤＤ Ａ,r と同じです。（ＡＤＤ 

Ａ，（ＨＬ） ） 

 

３２． ＡＤＣ r         コード （表１０）    クロック４     

 ＡとレジスタｒとさらにキャリーフラグＣとを加算し結果をＡに入れます。フラグについては２９．ＡＤＤ Ａ，r と同じです。

（ＡＤＣ Ａ，ｒ） 

 

３３．ＡＣＩ ｎ         コード ＣＥ××   クロック７  

 ＡとｎとキャリーＣとを加算し、Ａに入れます。フラグについては２９．ＡＤＤ Ａ，r と同じです。（ＡＤＣ Ａ，ｎ） 

 

３４．ＡＤＣ Ｍ      コード ８Ｅ      クロック７ 

 ＡとＨＬで示されるメモリの内容とキャリーＣとを加算し、Ａに入れます。フラグについては２９．ＡＤＤ Ａ,r と同じです。

（ＡＤＣ Ａ，（ＨＬ） ） 

 

３５． ＳＵＢ ｒ          コード （表１１）   クロック４ 

 Ａからｒを引いて結果をＡに入れます。（ＳＵＢ ｒ） 

 （フラグについて） 

 計算の結果、上位桁へのボローが発生したときＣ＝１、発生しないときはＣ＝０になります。 

 計算の結果、ビット３からビット４へのボローが発生したときＨ＝１、発生しないときはＨ＝０になります。 

 結果がゼロのときＺ＝１、ゼロではないときはＺ＝０になります。 

 結果が負数のとき（８０～ＦＦのとき）Ｓ＝１、正数のときはＳ＝０になります。 

 ８０８０では計算の結果、１のビットが偶数個あればＰ＝１、奇数個ならＰ＝０になります。 

Ｚ８０ではＮ＝１になります。また、結果がオーバーフローしたときＰ／Ｖ＝１、その他のときはＰ／Ｖ＝０になります。 

  

（表１１） 

r  

B 90 

C 91 

D 92 

E 93 

H 94 

L 95 

A 97 

 

３６． ＳＵＩ ｎ          コード Ｄ６××   クロック７ 

 Ａからｎを引いて結果をＡに入れます。フラグは３５．ＳＵＢ ｒと同じです。（ＳＵＢ ｎ） 

 

３７． ＳＵＢ Ｍ       コード ９６      クロック７ 

 ＡからＨＬで示されるメモリの内容を引いて結果をＡに入れます。フラグは３５．ＳＵＢ ｒと同じです。（ＳＵＢ （ＨＬ） ） 

 

３８．ＳＢＢ ｒ       コード （表１２）     クロック４  

 Ａからｒを引き、さらにキャリーＣを引いて結果をＡに入れます。フラグは３５．ＳＵＢ ｒと同じです。（ＳＢＣ Ａ，ｒ） 

 

（表１０） 

r  

B 88 

C 89 

D 8A 

E 8B 

H 8C 

L 8D 

A 8F 

（表１２） 

r  

B 98 

C 99 

D 9A 

E 9B 

H 9C 

L 9D 

A 9F 
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３９．ＳＢＩ ｎ      コード ＤＥ××    クロック７  

 Ａからｎを引き、さらにキャリーＣを引いて結果をＡに入れます。フラグは３５．ＳＵＢ ｒと同じです。（ＳＢＣ Ａ，ｎ） 

 

４０．ＳＢＢ Ｍ    コード ９Ｅ       クロック７  

 ＡからＨＬで示されるメモリの内容を引き、さらにキャリーＣを引いて結果をＡに入れます。フラグは３５．ＳＵＢ ｒと同じ

です。（ＳＢＣ Ａ，（ＨＬ） ） 

 

４１．ＡＮＡ ｒ        コード （表１３）    クロック４  

 Ａとレジスタｒとの論理積（ＡＮＤ）をとって結果をＡに入れます。（ＡＮＤ ｒ） 

 （フラグについて） 

結果がゼロのときＺ＝１、ゼロではないときはＺ＝０になります。 

結果が負数のとき（８０～ＦＦのとき）Ｓ＝１、正数のときはＳ＝０になります。 

結果のうち１のビットが偶数個あればＰ＝１、奇数個ならＰ＝０になります。 

Ｃ（キャリー）フラグがクリアされることに注意してください。 

８０８０ではＨ＝０になりますが、Ｚ８０ではＮ＝０、Ｈ＝１になります。 

 

（表１３） 

r  

B A0 

C A1 

D A2 

E A3 

H A4 

L A5 

A A7 

 

４２．ＡＮＩ ｎ        コード Ｅ６××   クロック７  

 ＡとｎとのＡＮＤをとって結果をＡに入れます。フラグは４１．ＡＮＡ ｒと同じです。（ＡＮＤ ｎ） 

 

４３．ＡＮＡ Ｍ     コード Ａ６      クロック７   

 ＡとＨＬで示されるメモリの内容とのＡＮＤをとって結果をＡに入れます。フラグは４１．ＡＮＡ ｒと同じです。（ＡＮＤ （Ｈ

Ｌ） ） 

 

４４． ＯＲＡ ｒ         コード （表１４）   クロック４  

 Ａとｒとの論理和（ＯＲ）をとって結果をＡに入れます。フラグはＺ８０でＨ＝０になることを除いて４１．ＡＮＡ ｒと同じです。

（ＯＲ ｒ） 

 

４５． ＯＲＩ ｎ         コード Ｆ６××   クロック７ 

 ＡとｎとのＯＲをとって結果をＡに入れます。フラグは、４４． ＯＲＡ ｒと同じです。（ＯＲ ｎ） 

 

４６． ＯＲＡ Ｍ         コード Ｂ６      クロック７  

 ＡとＨＬで示されるメモリの内容とのＯＲをとって結果をＡに入れます。フラグは、４４． ＯＲＡ ｒと同じです。（ＯＲ （Ｈ

Ｌ） ） 

 

４７． ＸＲＡ ｒ         コード （表１５）    クロック４ 

 Ａとｒとの排他的論理和（Ｅｘｃｌｕｓｉｖｅ ＯＲ）をとって結果をＡに入れます。フラグは４４．ＯＲＡ ｒと同じです。（ＸＯＲ ｒ） 

 

（表１５）  

r   

B A8 

C A9 

D AA 

E AB 

H AC 

L AD 

A AF 

 

（表１４） 

r  

B B0 

C B1 

D B2 

E B3 

H B4 

L B5 

A B7 

 

（表１６） 

r  

B B8 

C B9 

D BA 

E BB 

H BC 

L BD 

A BF 
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４８． ＸＲＩ ｎ        コード ＥＥ××    クロック７ 

 Ａとｎとの排他的論理和をとって結果をＡに入れます。フラグは４４． ＯＲＡ ｒと同じです。（ＸＯＲ ｎ） 

  

４９．ＸＲＡ Ｍ     コード ＡＥ       クロック７ 

 ＡとＨＬで示されるメモリの内容との排他的論理和をとって結果をＡに入れます。フラグは４４． ＯＲＡ ｒと同じです。（Ｘ

ＯＲ （ＨＬ） ） 

 

５０． ＣＭＰ ｒ        コード （表１６）    クロック４  

 Ａとｒとを比較します。具体的にはＡ－ｒを計算しその結果をフラグによって示します。しかしＳＵＢ ｒ命令とは異なりＡの

内容は変化しません。Ａ－ｒでボローが生じた時Ｃ＝１、またＡ＝ｒのときＺ＝１、Ａ－ｒがマイナスの時Ｓ＝１、Ａ－ｒの結果、

ビット３からビット４へのボローがあればＨ＝１になります。（ＣＰ ｒ） 

８０８０では計算の結果、１のビットが偶数個あればＰ＝１、奇数個ならＰ＝０になります。 

Ｚ８０ではＮ＝１になります。また、結果がオーバーフローしたときＰ／Ｖ＝１、その他のときはＰ／Ｖ＝０になります。 

 

５１． ＣＰＩ ｎ         コード ＦＥ××    クロック７ 

 Ａとｎとを比較します。フラグは５０．ＣＰ ｒと同じです。（ＣＰ ｎ） 

 

５２． ＣＭＰ Ｍ      コード ＢＥ       クロック７ 

 ＡとＨＬで示されるメモリの内容とを比較します。フラグは５０．ＣＰ ｒと同じです。（ＣＰ （ＨＬ） ） 

 

５３． ＩＮＲ ｒ       コード （表１７）      クロック４（５）     

 レジスタｒの内容を＋１します。以下のＩＮＲ，ＤＣＲ命令ではキャリーＣのみ変化しません。注意して下さい。 

 ビット３からビット４へのキャリーが発生したときＨ＝１、発生しないときはＨ＝０になります。 

 結果がゼロのときＺ＝１、ゼロではないときはＺ＝０になります。 

 結果が負数のとき（８０～ＦＦのとき）Ｓ＝１、正数のときはＳ＝０になります。（ＩＮＣ ｒ） 

８０８０では計算の結果、１のビットが偶数個あればＰ＝１、奇数個ならＰ＝０になります。 

Ｚ８０ではＮ＝０になります。この命令の実行後、結果が８０Ｈならば（つまり実行前の値が７ＦＨならば）Ｐ／Ｖ＝１になります。そ

の他のときはＰ／Ｖ＝０になります。 

  

（表１７）  

r  

B 04 

C 0C 

D 14 

E 1C 

H 24 

L 2C 

A 3C 

 

５４． ＩＮＲ Ｍ    コード ３４        クロック１１（１０） 

 ＨＬで示されるメモリの内容を＋１します。フラグは５３．.ＩＮＲ ｒと同じです。（ＩＮＣ （ＨＬ） ） 

 

５５． ＤＣＲ ｒ       コード （表１８）     クロック４（５） 

 ｒの内容を－１します。 

ＤＣＲ命令ではキャリーＣは変化しません。注意して下さい。 

 ビット３からビット４へのボローが発生したときＨ＝１、発生しないときはＨ＝０になります。 

 結果がゼロのときＺ＝１、ゼロではないときはＺ＝０になります。 

 結果が負数のとき（８０～ＦＦのとき）Ｓ＝１、正数のときはＳ＝０になります。（ＤＥＣ ｒ） 

８０８０では計算の結果、１のビットが偶数個あればＰ＝１、奇数個ならＰ＝０になります。 

Ｚ８０ではＮ＝１になります。この命令の実行後、結果が７ＦＨ（つまり実行前の値が８０Ｈ）ならばＰ／Ｖ＝１になります。その他

のときはＰ／Ｖ＝０になります。 

 

５６． ＤＣＲ Ｍ    コード ３５        クロック１１（１０）  

 ＨＬで示されるメモリの内容を－１します。フラグは５５．ＤＣＲ ｒと同じです。（ＤＥＣ （ＨＬ） ） 

 

［６］ その他の算術演算、ＣＰＵ制御命令 

 

（表１８） 

r  

B 05 

C 0D 

D 15 

E 1D 

H 25 

L 2D 

A 3D 
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５７． ＤＡＡ         コード ２７        クロック４ 

 加算後のＡレジスタの内容をＢＣＤ表示２桁に直します。動作はかなり複雑ですが、８ビットの数をＢＣＤ２桁とみなして

加減算した後この命令を行うことによって、結果もＢＣＤ２桁で得られるものです。したがって、加算を行う前の数値がＢ

ＣＤ表現で誤っている場合（例えばＡＢとか７Ｄ）はＤＡＡ命令によっても正しい結果は得られません。Ｚ８０は減算後のＤ

ＡＡにも対応していますが、８０８０は加算のみで減算には対応していません。加算にはＡＤＤ、ＡＤＣのほかＩＮＣ命令も

含まれます。結果が０のときＺ＝１、マイナスの時Ｓ＝１、また、結果のビットが１であるものが偶数個あるときＰ＝１、ま

たさらに上位桁へのキャリー、ボローが出た場合はＣ＝１になります。（ＤＡＡ） 

 

５８． ＣＭＡ         コード ２Ｆ        クロック４ 

 Ａの内容の１、０を反転します（各ビット毎 １→０、０→１にする）。 

８０８０ではフラグは変化しませんがＺ８０ではＮ＝１、Ｈ＝１になります。（ＣＰＬ） 

 

５９． ＣＭＣ         コード ３Ｆ        クロック４ 

 キャリーフラグＣを反転します。 

８０８０では他のフラグは変化しませんが、Ｚ８０ではＮ＝０になり、Ｈは実行前のＣの内容と同じになります。（ＣＣＦ） 

 

６０． ＳＴＣ         コード ３７        クロック４ 

 キャリーフラグＣをセットします。 

８０８０では他のフラグは変化しませんが、Ｚ８０ではＮ＝０、Ｈ＝０になります。（ＳＣＦ） 

 

６１． ＮＯＰ         コード ００        クロック４ 

 何も実行しないで次の命令に進みます（Ｎｏ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）。（ＮＯＰ） 

 

６２． ＨＬＴ        コード ７６        クロック４（７） 

 割込かリセットがかかるまでＣＰＵの実行を停止します。（ＨＡＬＴ） 

 

６３． ＤＩ          コード Ｆ３        クロック４          

 

 割込を禁止します。ＤＩ命令の実行後はＩＮＴ信号が入力されても新たな割込は発生しません。 

リセット後は割込禁止状態になります。（ＤＩ） 

 

６４． ＥＩ          コード ＦＢ        クロック４ 

 

 ＥＩ命令が実行されると、その次の命令の実行後から割込が受け付け可能状態になります。 

 ＥＩ命令の実行後ではなくて、その次の命令の実行後から、割込みの受け付けが可能になるようにしている理由は、割

込み処理プログラムの最後は通常ＲＥＴ命令で終わっているために、もしＥＩ命令の実行後に割込みの受け付けが可能

になっていると、割込み処理が終わってメインプログラムに戻るためのＲＥＴ命令が実行される前に次の割込みが受け

付けられてしまい、二重に割込みが実行されてしまう可能性が出てくることを避けるためです。（ＥＩ） 

 

［７］ １６ビット算術演算命令 

  

６５． ＤＡＤ Ｂ   コード ０９        クロック１１（１０） 

 ＨＬの内容とＢＣの内容を加算し、結果をＨＬに入れます。ビット１７からのキャリーがあればＣ＝１になります。ビット１１

からのキャリーがあればＨ＝１になります。（ＡＤＤ ＨＬ，ＢＣ） 

Ｚ８０ではＮ＝０になります。 

 

６６． ＤＡＤ Ｄ   コード １９        クロック１１（１０） 

 ＨＬとＤＥとを加算し、結果をＨＬに入れます。フラグについては１２０．ＤＡＤ Ｂと同じです。（ＡＤＤ ＨＬ，ＤＥ） 

 

６７． ＤＡＤ Ｈ   コード ２９        クロック１１（１０） 

 ＨＬの内容を２倍にします。フラグは１２０．ＤＡＤ Ｂと同じです。（ＡＤＤ ＨＬ，ＨＬ） 

 

６８． ＤＡＤ ＳＰ   コード ３９        クロック１１（１０） 

 ＨＬとＳＰとを加算し、結果をＨＬに入れます。フラグは１２０．ＤＡＤ Ｂと同じです。（ＡＤＤ ＨＬ，ＳＰ） 

 

６９． ＩＮＸ Ｂ      コード ０３      クロック６（５） 

 ＢＣの内容を＋１します。フラグは変化しません。（ＩＮＣ ＢＣ） 

 



 9

７０． ＩＮＸ Ｄ      コード １３      クロック６（５） 

 ＤＥの内容を＋１します。フラグは変化しません。（ＩＮＣ ＤＥ） 

 

７１． ＩＮＸ Ｈ      コード ２３      クロック６（５） 

 ＨＬの内容を＋１します。フラグは変化しません。（ＩＮＣ ＨＬ） 

 

７２． ＩＮＸ ＳＰ      コード ３３      クロック６（５） 

 ＳＰの内容を＋１します。フラグは変化しません。（ＩＮＣ ＳＰ） 

 

７３． ＤＣＸ Ｂ      コード ０Ｂ     クロック６（５） 

 ＢＣの内容を－１します。フラグは変化しません。（ＤＥＣ ＢＣ） 

 

７４． ＤＣＸ Ｄ      コード １Ｂ     クロック６（５） 

 ＤＥの内容を－１します。フラグは変化しません。（ＤＥＣ ＢＣ） 

 

７５． ＤＣＸ Ｈ      コード ２Ｂ     クロック６（５） 

 ＨＬの内容を－１します。フラグは変化しません。（ＤＥＣ ＨＬ） 

 

７６． ＤＣＸ ＳＰ      コード ３Ｂ     クロック６（５） 

 ＳＰの内容を－１します。フラグは変化しません。（ＤＥＣ ＳＰ） 

 

［８］ 回転、シフト命令  

                              

７７． ＲＬＣ        コード ０７     クロック４              

 Ａレジスタの内容を１ビット左にシフトし、ビット７のデータをビット０に入れると共にキャリーＣにも入れます。 

８０８０ではＣ以外のフラグは変化しませんがＺ８０ではＮ＝０、Ｈ＝０になります。（ＲＬＣＡ） 

 

 

７８． ＲＡＬ         コード １７     クロック４  

 キャリーを含め９ビットのデータを左に１ビット回転させます。８０８０ではＣ以外のフラグは変化しませんがＺ８０ではＮ

＝０、Ｈ＝０になります。（ＲＬＡ） 

 

 

７９． ＲＲＣ        コード ０Ｆ     クロック４ 

 Ａの内容を右に１ビットシフトさせると共にビット０のデータをキャリーＣにも入れます。８０８０ではＣ以外のフラグは変

化しませんがＺ８０ではＮ＝０、Ｈ＝０になります。（ＲＲＣＡ） 

 

 

８０． ＲＡＲ         コード １Ｆ クロック４ 

 キャリーを含め９ビットのデータを１ビット右に回転させます。８０８０ではＣ以外のフラグは変化しませんがＺ８０ではＮ

＝０、Ｈ＝０になります。（ＲＲＡ） 

 

 

  

［９］ ジャンプ命令  このグループの命令は、フラグに影響を与えません。 

 

８１． ＪＭＰ ｎｎ       コード Ｃ３×××× クロック１０ 

 １６ビットのデータｎｎで示されるアドレスにジャンプします。 

ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＪＰ ｎｎ） 
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８２． ＪＮＺ ｎｎ    コード Ｃ２×××× クロック１０ 

 Ｚフラグがセットされていなければｎｎで示されるアドレスにジャンプします。 

ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＪＰ ＮＺ，ｎｎ） 

 

８３． ＪＺ ｎｎ     コード ＣＡ×××× クロック１０ 

 Ｚフラグがセットされていたらｎｎで示されるアドレスにジャンプします。 

 ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＪＰ Ｚ，ｎｎ） 

 

８４． ＪＮＣ ｎｎ    コード Ｄ２×××× クロック１０ 

 Ｃフラグがセットされていなければｎｎで示されるアドレスにジャンプします。 

ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＪＰ ＮＣ，ｎｎ） 

  

８５． ＪＣ ｎｎ     コード ＤＡ×××× クロック１０ 

 Ｃフラグがセットされていたらｎｎで示されるアドレスにジャンプします。 

 ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＪＣ ｎｎ） 

 

８６． ＪＰＯ ｎｎ    コード Ｅ２×××× クロック１０ 

 Ｐフラグがセットされていなければｎｎで示されるアドレスにジャンプします。 

 ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＪＰ ＰＯ，ｎｎ） 

 

８７． ＪＰＥ ｎｎ    コード ＥＡ×××× クロック１０ 

 Ｐフラグがセットされていたらｎｎで示されるアドレスにジャンプします。 

 ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＪＰ ＰＥ，ｎｎ） 

 

８８． ＪＰ ｎｎ     コード Ｆ２×××× クロック１０ 

 Ｓフラグがセットされていなければｎｎで示されるアドレスにジャンプします。 

 ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＪＰ Ｐ，ｎｎ） 

 

８９． ＪＭ ｎｎ     コード ＦＡ×××× クロック１０ 

 Ｓフラグがセットされていたらｎｎで示されるアドレスにジャンプします。 

ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＪＰ Ｍ，ｎｎ）  

 

９０． ＰＣＨＬ     コード Ｅ９ クロック４（５） 

 ペアレジスタＨＬの内容をプログラムカウンタＰＣにロードします。つまりＨＬで示されるアドレスへジャンプします。（ＪＰ 

（ＨＬ） ） 

 

［１０］ コール、リターン命令  このグループの命令はフラグに影響を与えません。 

 

９１． ＣＡＬＬ ｎｎ     コード ＣＤ×××× クロック１７ 

ｎｎで示されるアドレスからはじまるサブルーチンをコールします。 

ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。 

なおこのとき、このＣＡＬＬ命令の次の命令のアドレスをスタックに退避します。この結果ＳＰは２減じられます。サブル

ーチンの最後にリターン命令を使うとスタックに退避されていたアドレスをＰＣに入れコール命令の次の命令のアドレス

へ戻ります。（ＣＡＬＬ ｎｎ） 

 

 

９２． ＣＮＺ ｎｎ  コード Ｃ４×××× クロック１７（Ｚ＝０）または１０（Ｚ＝１） 

Ｚフラグがセットされていなければｎｎで示されるアドレスからはじまるサブルーチンをコールします。 

ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＣＡＬＬ ＮＺ，ｎｎ） 

 

９３． ＣＺ ｎｎ   コード ＣＣ×××× クロック１７（Ｚ＝１）または１０（Ｚ＝０） 

Ｚフラグがセットされていたらｎｎで示されるアドレスからはじまるサブルーチンをコールします。 

ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＣＡＬＬ Ｚ，ｎｎ） 

  

９４． ＣＮＣ ｎｎ  コード Ｄ４×××× クロック１７（Ｃ＝０）または１０（Ｃ＝１） 

Ｃフラグがセットされていなければｎｎで示されるアドレスからはじまるサブルーチンをコールします。 

ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＣＡＬＬ ＮＣ，ｎｎ） 
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９５． ＣＣ ｎｎ   コード ＤＣ×××× クロック１７（Ｃ＝１）または１０（Ｃ＝０） 

Ｃフラグがセットされていたらｎｎで示されるアドレスからはじまるサブルーチンをコールします。 

ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＣＡＬＬ Ｃ，ｎｎ） 

 

９６． ＣＰＯ ｎｎ  コード Ｅ４×××× クロック１７（Ｐ＝０）または１０（Ｐ＝１） 

Ｐフラグがセットされていなければｎｎで示されるアドレスからはじまるサブルーチンをコールします。 

ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＣＡＬＬ ＰＯ，ｎｎ） 

 

９７． ＣＰＥ ｎｎ  コード ＥＣ×××× クロック１７（Ｐ＝１）または１０（Ｐ＝０） 

Ｐフラグがセットされていたらｎｎで示されるアドレスからはじまるサブルーチンをコールします。 

ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＣＡＬＬＰＥ，ｎｎ） 

 

９８． ＣＰ ｎｎ  コード Ｆ４×××× クロック１７（Ｓ＝０）または１０（Ｓ＝１） 

Ｓフラグがセットされていなければｎｎで示されるアドレスからはじまるサブルーチンをコールします。 

ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＣＡＬＬ Ｐ，ｎｎ） 

 

９９． ＣＭ ｎｎ   コード ＦＣ×××× クロック１７（Ｓ＝０）または１０（Ｓ＝１） 

Ｓフラグがセットされていたらｎｎで示されるアドレスからはじまるサブルーチンをコールします。 

ｎｎについては ８．ＬＤＡ ｎｎ の説明を参照してください。（ＣＡＬＬ Ｍ，ｎｎ） 

 

１００． ＲＥＴ         コード Ｃ９ クロック１０ 

 スタックのトップに退避されていたアドレスデータをＰＣに入れ、そのアドレスにリターンします。この結果ＳＰは＋２され

ます。（ＲＥＴ） 

 

１０１． ＲＮＺ      コード Ｃ０ クロック１１（Ｚ＝０）または５（Ｚ＝１） 

  Ｚフラグがセットされていなければリターンします。（ＲＥＴ ＮＺ） 

 

１０２． ＲＺ       コード Ｃ８ クロック１１（Ｚ＝１）または５（Ｚ＝０） 

  Ｚフラグがセットされていたらリターンします。（ＲＥＴ Ｚ） 

 

１０３． ＲＮＣ      コード Ｄ０ クロック１１（Ｃ＝０）または５（Ｃ＝１） 

  Ｃフラグがセットされていなければリターンします。（ＲＥＴ ＮＣ） 

 

１０４． ＲＣ       コード Ｄ８ クロック１１（Ｃ＝１）または５（Ｃ＝０） 

  Ｃフラグがセットされていたらリターンします。（ＲＥＴ Ｃ） 

 

１０５． ＲＰＯ      コード Ｅ０ クロック１１（Ｐ＝０）または５（Ｐ＝１） 

 Ｐフラグがセットされていなければリターンします。（ＲＥＴ ＰＯ） 

 

１０６． ＲＰＥ      コード Ｅ８ クロック１１（Ｐ＝１）または５（Ｐ＝０） 

  Ｐフラグがセットされていたらリターンします。（ＲＥＴ ＰＥ） 

 

１０７． ＲＰ       コード Ｆ０ クロック１１（Ｓ＝０）または５（Ｓ＝１） 

  Ｓフラグがセットされていなければリターンします。（ＲＥＴ Ｐ） 

 

１０８． ＲＭ       コード Ｆ８ クロック１１（Ｓ＝１）または５（Ｓ＝０） 

  Ｓフラグがセットされていたらリターンします。（ＲＥＴ Ｍ） 

 

１０９． ＲＳＴ ｎ（ｎ＝０～７） コード（下表） クロック１１ 

 １バイトで実行できるコール命令です。ただしコールできるアドレスは下表の８種に固定されています。 

例えば、ＲＳＴ ３（コードＤＦ）は、ＣＡＬＬ ＄００１８（コードＣＤ１８００）と同じ動作になります。（ＲＳＴ ｎ） 

 

ニーモニック コード アドレス 

ＲＳＴ ０ Ｃ７ ００００ 

ＲＳＴ １ ＣＦ ０００８ 

ＲＳＴ ２ Ｄ７ ００１０ 

ＲＳＴ ３ ＤＦ ００１８ 

ＲＳＴ ４ Ｅ７ ００２０ 
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ＲＳＴ ５ ＥＦ ００２８ 

ＲＳＴ ６ Ｆ７ ００３０ 

ＲＳＴ ７ ＦＦ ００３８ 

 

［１１］ 入出力命令 

 

１１０． ＩＮ ｎ    コード ＤＢ×× クロック１１（１０） 

 ｎで指定されるアドレスのＩ／ＯデバイスからデータをアキュムレータＡに入力します。フラグは変化しません。（ＩＮ Ａ，

（ｎ） ） 

 

１１１． ＯＵＴ ｎ   コード Ｄ３×× クロック１１（１０） 

 ｎで指定されるアドレスのＩ／ＯデバイスにＡレジスタのデータを出力します。フラグは変化しません。（ＯＵＴ （ｎ），Ａ ） 

 

 

 


